生命・進化・人体、細胞と組織 by 柳澤  輝行
生命・進化・人体、細胞と組織
著者 柳澤  輝行
URL http://hdl.handle.net/10097/54077
人体の構造と機能そして環境 









• 医学系研究科 分子薬理学分野 教授 
• 附属図書館 副館長 





1 4月 13日 [1/23章]導入、人とは、進化とは（柳澤、医・分子薬理学） 
2  20日 [2章]生命の化学（佐藤拓一、歯・口腔生化学） 
3  27日 [3章]人体の細胞・組織・器官（柳澤） 
4 5月 11日 [11/12章]骨格系・筋系（笹野泰之、歯・口腔分子生物学） 
5  18日 [6章]血液（石井直人、医・免疫学） 
6  25日 [8章]リンパ系・免疫系（石井） 
7 6月 １日 [14章]感覚器（小林俊光、医・耳鼻咽喉科学） 
8   8日 [7/9章]循環器系と呼吸器系（柳澤） 
9  15日 [5章]消化器系（柳澤） 
10   29日 [13章]神経系（中里信和、医・てんかん学） 
11 7月  6日  [15章]内分泌系（笹野公伸、医・病理診断学） 
12  13日 [16章]生殖器系（堀井 明、医・分子病理学） 
13  20日 [4章と関連の節]日光と皮膚（相場節也、医・皮膚科学） 




















生化学辞典 (第4版), 東京化学同人, 
2007 
医学大辞典 (第19版), 南山堂, 2005 
医学書院医学大辞典（第2版），2009 
Harrison’s Principles of Internal Medicine (17th 
Ed.), McGrawHill, 2008 
推薦図書-2  生物学（細胞---社会） 
ド・デューブ C. （ロックフェラー大・細胞生物
学、1974年ノーベル医学・生理学賞； G.ブロー
ベル 1999年同賞）  
細胞の世界を旅する（上・下） 八杉貞雄他訳 
東京化学同人, 1990. 
生命の塵 植田充美訳 翔泳社,1996.  
細胞紳士録 藤田恒夫，岩波書店 
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1996 学会出版センター 
外科の夜明け トールワルド, J.著 大野和基訳 
養老孟司解説  小学館 
平静の心 オスラー, W.著 日野原重明・仁木久
恵訳  1983 医学書院 
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from Anatomia (ラテン語Latin); from anatome (cutting up, ギリシャ語
Greek, ana-完全に＋tome: temnein切る） 
•生理学physiology：機能、生活、文法 
physi- + -ology: phisik from fisique (medical science, natural 
science, old French); from, natural science (Latin); from phusike 

































• 表現型と遺伝子型の2レベルで変化する能力  
• 進化の能力  
Mayer, E（1904-2005）: This Is Biology (1997)            
Ernst Mayr PLoS.jpg 
1994, University of Konstanz 
















分類群 taxonomic category, taxon  
界－門 －綱 －目 －科 －属 －種 
• 界 kingdom 
• 門 phylum, (pl.) phyla ; or division 
• 綱 class 
• 目 order 
• 科 family 
• 属 genus, (pl.) genera  
• 種 species 
– 変種 variant 
p464 
) 二命名法 binomial name 
カール フォン・リンネ 
（Carl von Linne, 1807-78） 
p464 







進化 evolution の観点(生命の歴史) 
Nothing in biology makes sense except in 






























セリンSer,  S 
分子量105 
ヌクレオシド（アデノシン） 

































塩基（A, T, G, C） 
見てわかるＤＮＡのしくみ 







Nature1953.4.25号, ワトソンJD & クリックF 
塩基対 





















• 原子 atom から個体 organism まで 
 






















器系、内分泌系 「植物性機能」   「アリストテレスの分類に基づく」 











































































































































































































20120427 医・分子薬理学 柳澤輝行 
我々の細胞はスペシャリストである。 
     （Haldane, JBS） 
「六〇兆の細胞よりなる君たち」と呼びかけて 
  午後の講義を始む   永田和宏 
Bloom & Fowcett: A Textbook of Histology (9th Ed.) Saunders, 1968 
藤田恒夫、牛木辰男：細胞紳士録、岩波新書, 2004 
Seeing is believing.  Just look more well. 
細胞生物学Cell Biology入門 
血管と赤血球の顕微鏡像 









細胞骨格  運動・支持 
微小管 25nm(直径) 鞭毛や繊（線）毛の形成，細胞分裂，細胞壁の
形成 
中間径フィラメント10nm(直径)  細胞内網目構造，細胞間結合  
アクチンフィラメント7nm(直径)  収縮装置，細胞運動 
細胞（内）小器官 
封入体         肝細胞や筋細胞のグリコーゲン顆粒，脂肪細胞の
脂肪滴，メラニンなどの色素，細胞内で結晶し
たウイルスなど 
小器官・構造 サイズ  機能  参考 p44  
細胞小器官 
核 5～25μm(直径) DNAの合成(遺伝情報貯蔵) 
核小体 1～4μm rRNAの合成 
小胞体(ER) 4～7nm(厚さ) 生成物の輸送，脂質の代謝 
リボソーム 15～20nm(直径)  タンパク質合成 
ミトコンドリア0.5～0.8μm(直径) 細胞内呼吸、ATP合成 
ゴルジ体 0.2～5.5μm(長さ) 細胞板・細胞壁の生成，分泌顆粒の生成 
































  膜輸送タンパク質の分類  
膜  イオンチャネル 
輸 チャネル 
送  水チャネル 
タ    受動輸送
ン  ユニポーター 
パ トランス シンポーター 
ク ポーター アンチポーター 















分子薬理学分野 助川准教授がクローニング。 Cell 1993;72:29-38.  




p.71  Electron micrograph of the basal region of a 膵臓腺細胞
pancreatic acinar cell. 
核 
粗面小胞体rough ER 
Electron micrograph of a guinea pig 形質細胞plasma cell.  




体 smooth endoplasmic reticulum） 
Electron micrograph of human 
interstitial cell cytoplasm, 
illustrating the tubular 
character of the smooth 
endoplasmic reticulum and its 


















































Diagrams of serous 
type of secretory cell in 
different stages of 
secretion to illustrate 
changes in cytoplasmic 
and nuclear structures 
that may take place 
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上皮組織    結合[支持]組織 (含む 血液細胞) 
















(c) 心筋cardiac muscle 
筋組織muscle tissue 





























Neuroglia, Glia  
             (Gr. γλία, γλοία "glue“) 
myelin sheath 
(Gr. δένδρον déndron, “tree”) 
soma 
nucleus ランヴィエ絞輪 


























[K+] o ，[K+] iはそれぞれ細胞外および細胞内のK+濃度。 
平衡電位equilibrium potential 
ネルンスト電位 Nernst potential 
EK＝ 60・log（[K+]o/[K+]i) （mV） 
EK＝ 60・log（4/155) = -98 （mV） 















































時間 (msec) 刺激stimulation 
神経組織 nervous tissue 
運動神経 
遠心性末梢神経efferent peripheral nerve 
運動神経線維 motor nerve fiber，運動線維 motor fiber 
中枢神経（脳または脊髄）内の神経細胞体から生ずる興奮（インパルス）を，
脳神経または脊髄神経を経由して末梢の器官や組織へ伝える作用のある神
経線維（神経突起＝軸索axonと樹状突起 dendriteに相当する）をいう。 
軸索 
樹状突起 
神経系はネットワーク 
シナプス 
ニューロンは電気的にコントロールされた分泌を行う細胞。 
自我：統合者 
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http://ir.library.tohoku.ac.jp/re/handle/10097/53883 
日本薬理学雑誌2002年8月号(120巻2号）p.71-72掲載
の巻頭言「アゴラ」掲載記事に付録を加えた資料 
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